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はじめに

日本産口脚目化石は，中新統以降から産出が報告されてい
る（Karasawa，1996など）．第四系からは Ando et al.（2013，
2015）が熊本県の更新統小串層（250 ka）から口脚目の大顎
および指節化石を報告している．また，愛知県の完新統南陽
層からも口脚目と思われる指節化石の記録がある（東海化石
研究会， 1977）．
著者の一人，小林は，愛知県田原市に分布する更新統渥美
層群豊橋層から口脚目の大顎化石 11点および指節化石 4点を
採集した．大顎化石はすべて破片であるが，本邦における口
脚目の大顎化石 2例目の報告であり，本州では初の記録とな
る．本論では，産出した口脚目化石の簡単な記述を行い，今
後の口脚目化石研究の一資料としたい．なお，標本は全て瑞
浪市化石博物館に収蔵し，図示標本には標本番号
（MFM214705–MFM214708）を付与する．

産地および地質概要

今回報告する標本は，愛知県田原市赤羽根町に分布する渥
美層群豊橋層高松シルト質砂岩部層から産出した（柄沢・田
中，1994，図 1; 川瀬ほか， 2015，図 1など）．本層からは，
貝類・十脚類・板鰓類などの化石が多産し（柄沢ほか，2014; 
川瀬ほか，2015; 川瀬・西松，2016など），杉山（1991）な
どにより詳細な古環境が考察されている．また，豊橋層の堆
積年代については，島本ほか（1994）による石灰質ナンノ化

石および ESR年代値（0.44± 0.19 Ma）および中島ほか 
（2008）による挟在する伊古部 -1テフラの比較から中期更新
世（海洋酸素同位体ステージのMIS9）とされている．

産出化石について

産出した標本のほとんどは，破片であったが，Fig. 1a–bに図
示する標本は臼歯状突起（Molar process）が保存されている．
Fig. 1cに図示する標本は門歯状突起（Incisive process）が保存
されている．その外形および外観はAndo et al.（2013）が小串
層から報告した口脚目の大顎にほぼ一致する．しかしながら，
口脚目は頭部，尾節，額板などを主に用いて分類するため（浜野，
1987; Ahyong，2005など），渥美層群産大顎標本は小串層産の
ものと同様に目レベルの同定にとどめる．
一方，産出した指節化石 4点のうち 3点は破片であったが，

Fig. 1d–fに図示する標 本（MFM214708）は先端および基部以
外が保存されている．その外縁は平滑で基部から先端に向けて
凸型の円弧状にゆるくカーブし，内縁に 6本の歯を持ち，第 5
歯および第 6歯は非常に小さい．歯の間隔は先端ほど狭い．指
節基部は欠損しているが，その周辺の形態から大きな括れはな
いものと推定できる．本指節の特徴を有する日本産現生口脚目
には，シャコ科のスジオシャコ（Anchisquilla fasciata），ミカ
ドシャコ（Kempina mikado），シャコ（Oratosquilla oratoria），
ナンキンシャコ（Oratosquilla woodmasoni），セスジシャコ
（Lophosquilla costata），オキナワシャコ（Oratosquilla 
perpensa），ミナミシャコ（Oratosquilla kempi）があり，したがっ
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Abstract

Stomatopod mandibles and raptorial claws representing MFM214705 to MFM214708 are 
collected from the middle Pleistocene Toyohashi Formation of the Atsumi Group in Aichi 
Prefecture, Japan. The dactylus of the raptorial claw of MFM214708 seems to be identified 
with those of Squillidae from based on the dentition and general morphology.
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Fig. 1. a–c, mandible of Stomatopoda. a, MFM214705 , occlusal view. b, MFM214706 , occlusal view. c, MFM214707, occlusal 
view. d–f, dactylus of the raptorial claw of Squillidae (MFM214708). d, left lateral view. e. dorsal view. f, right lateral view. All 
scale bars represent 1.0 mm.

て本標本はシャコ科の指節の可能性が高い．
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